
建設現場では、多種多様な作業が行われ、新たな作業方法の採用、変更及び作業の機械化などが進んでお
り、それらの実態や特性にあった安全衛生対策を行っていく必要がある。
職場の様々な危険の芽（リスク）を見つけ出し、災害に至る前に、先手を打って対策を施し、リスクの除

去・低減措置を行い、更なる労働災害の減少を図るための手法がリスクアセスメントである。

本講座では「リスクアセスメント」についての理解を深めると共にその展開について事例を交えて学習し
ます。現場技術者及び指導育成に当たる方々の積極的な参加をお待ちしております。

【 日 時 】 平成 28 年 4 月 4 日（月） 9：00～17：00（7 時間）、 ＣＰＤＳ 7ユニット

【 会 場 】（有）えん総合研究所 少人数研修所「考究舎」大阪府高槻市真上町 3―7－35

【 定 員 】 5 名 （定員になり次第締め切らせて頂きます。申し込み者 1 名でも実施）    

【 受 講 料 】 一人 １５，０００円（テキスト含む）。
【主催者・問い合わせ】 有限会社 えん総合研究所 大阪府高槻市真上町 3 丁目 7 番 35 号

TEL＆FAX 072-682-8961（担当：長谷）メール in@en2.jp HP http://www.en2.jp
【カリキュラム】

は じ め に

1. 建設現場における事故の8つの実態

2. 事故・災害事例に学ぶ

3. 安全衛生管理体制について

4. リスクアセスメント

5. リスクアセスメント事例演習

6. 13 の守りでつくる安全現場

7. まとめ及び質疑応答

【担当講師及びプロフィール紹介】

長谷 利男：建設経営コンサルタント（有限会社 えん総合研究所 代表取締役）

“えん”を社名に、“人・モノ・仕組・顧客づくり”に関する、総合コンサルティング、人材育成を展開。建設企業

の経営戦略の策定、ISO9001＆14001のマネジメントシステム構築指導、新分野進出調査・策定、人材育成（経営

幹部、管理職、現場主任、新入社員、目標管理等）等で活躍中。『建設業原価管理運用マニュアル』共著：日本コ

ンサルタントグループ発行。

国土交通省・建設業経営戦略アドバイザー、土木学会員、日本建築学会員。高槻商工会議所、

大阪商工会議所会員。日本VE協会員

【お申込方法及び代行申請】

申込書をご記入、FAXまたはメール（申込書ファイル添付）でお申し込み下さい。折り返し「受付済み」並びに

受講料振込先をメールにて連絡します。先着順に受付し定員を超える場合、今後の開催予定他で連絡いたします。

又弊社ではＣＰＤＳ受講実施機関として講座修了後受講者に代わって学習履歴申請（2 営業日以内に登録）して

おります。該当者はＪＣＭ（社団法人 全国土木施工管理技士会連合会）発行の「ＣＰＤＳ技術者証」（カード）

をご持参下さい。

【受講申込書】                                                        FAX  ０７２－６８２－８９６１

講座名 建設 リスクアセスメント講座 開催日 4月4日（月）

会社名

所在地
〒

TEL FAX

申込責任者

役職・氏名
氏 名 役 職 E-mal

参加者

氏名・年齢

才 才

才 才

【個人情報保護】 弊社では経営コンサルティング業務、社員教育、新商品・サービスに関する情報をお知ら

せする目的で個人情報を保有しております。頂いた個人情報はセミナー受講券の発送など

に利用いたします。又今後前述の目的にも利用いたします。

建設リスクアセスメント講座

ＣＰＤＳ認定 7ユニット


